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『mundi』（ムンディ）はラテン語で
“世界”。本誌は、開発途上国の
現状や、現場で活躍する人々の
姿を紹介するJICA広報誌です。
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■6月　国連持続可能な開発会議

◦1月　国際緊急援    助30周年記念セミナー開催
■6月　「インフラシステム輸出戦略」閣議決定

■6月　第5回アフリカ開発会議（TICAD Ⅴ）

◦11月　ドル建て借款創設
◦11月　青年海外協力隊発足50周年記念式典開催

◦11月　シリア難民の留学生受け入れ募集開始
◦7月　青年海外協力隊が「ラモン・マグサイサイ賞」受賞

◦7月　地域金融機関と初の業務提携に係る覚書を締結

■9月　難民と移民に関する国連サミット
■8月　第6回アフリカ開発会議

　　　　　（TICAD Ⅵ）アフリカで初開催
■7月　バングラデシュ・ダッカ襲撃テロ事件

■12月　UHCフォーラム2017
■8月　東南アジア諸国連合

　　　（ASEAN）設立50周年

◦7月　新ビジョン「信頼で世界をつなぐ」制定
◦2月　「途上国の課題解決型ビジネス

　　　　　（SDGsビジネス）調査」制度新設

  ◦9月　「アフリカの若者のための産業人材育成イニシアティブ
　　　　　　（ABEイニシアティブ）」第1期生来日

◦9月　  エボラ出血熱の感染拡大防止へ緊急援助

■9月　「持続可能な開発目標のための2030アジェンダ」採択
■5月　日本政府が「質の高いインフラパートナーシップ」を発表

■3月　第3回国連防災世界会議
■2月　開発協力大綱を閣議決定

◦10月　NGO-JICA協議会設置
◦10月　改正JICA法施行により新JICA発足「全ての人々が恩恵を受ける、

　　　 　　 ダイナミックな開発（Inclusive and Dynamic Development）」を組織のビジョンに掲げる

◦1月　科学技術振興機構と
 「地球規模課題対応国際科学技術協力（SATREPS）」に関する

　　　　　　　連携協定締結

◦7月　新環境社会配慮ガイドライン施行
◦3月　提案公募型調査制度「協力準備調査（PPPインフラ事業）」開始

       ■12月　「アラブの春」がチュニジアで始まる
■10      月　生物多様性条約 第10回締約国会議

◦12月　政府系機関として初めての個人向け債券発行
◦11月　海外投融資再開後初の案件に調印

■7月　南スーダン独立
■3月　東日本大震災

◦7月　民間連携ボランティア制度    創設
◦3月　ＯＤＡを活用した中小企業海外    展開の支援を開始

10月
新JICA発足10年

2008

mundi

■8月　WHOが西アフリカのエボラ出血熱
　　　　　 流行に対し緊急事態を宣言

2008年10月、改正JICA法施行により、
新JICAが発足。2018年で10年を迎える。
これまでの歩みを見てみよう。

■6月　世界保健機構（Ｗ    ＨＯ）が
　　　　　新型インフルエン    ザの世界的大流行を宣言

新JICA
発足後の動き
日本・国際社会の出来事

右上（カンボジア）・右中（ボ
スニア・ヘルツェゴビナ）・左上
（ミャンマー）：JICA/久野真一、
右下（エチオピア）・左中（コス
タリカ）：JICA/今村健志朗、左下
（パラオ）：JICA/鈴木革
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